
や
め
よ
う
不
法
投
棄 

不
法
投
棄
は
引
っ
越
し
で
一
度
に
大
量

の
ゴ
ミ
が
出
た
り
「
分
別
が
面
倒
」「
決

め
ら
れ
た
日
に
出
せ
な
か
っ
た
」「
処
分

費
用
が
も
っ
た
い
な
い
」
な
ど
モ

ラ
ル
を
欠
い
た
自
分
勝
手
な
理
由

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄

は
五
年
以
下
の
懲
役
や
罰
金
一

〇
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
則
の
あ

る
犯
罪
で
す
。
ま
た
、
産
業
廃

棄
物
の
不
法
投
棄
は
さ
ら
に

重
い
罰
則
に
な
り
ま
す
。

不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
、
捨
て
た
人

が
分
か
れ
ば
、
当
然
そ
の
人
に
処
理
し
て

も
ら
い
ま
す
が
、
土
地
の
所
有
者
や
管
理

者
も
、
定
期
的
に
除
草
し
た
り
フ
ェ
ン
ス

な
ど
で
車
が
入
れ
な
い
よ
う
に
し
た
り
し

て
、
ゴ
ミ
を
捨
て
に
く
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん

で
町
を
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。
ゴ
ミ
の
捨
て
方
に
も
地
域

の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ

と
は
最
寄
り
の
振
興
事
務
所
、
役
場
生
活

環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
頃
か
ら
き
れ
い
に
し
よ
う

「
ち
ょ
っ
と
め
ん
ど
く
さ
い
」
が

み
ん
な
の
迷
惑
に自

分
た
ち
で
使
っ
た
も
の
で
す
。

正
し
く
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

〜
私
た
ち
の
町
が
こ
ん
な
に
汚
さ
れ
て
い
ま
す
〜

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ゴ
ミ
を
捨
て
ら
れ
た
場
所
の
周
辺
住
民
や
土
地
の
管
理
者
は
大
変
迷
惑
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
処
理
に
は
た
く
さ
ん
の
労
力
と
経
費
が
か
か
り
ま
す
。

み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
て
不
法
投
棄
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

インフォメーション ルーム
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〜
社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に

「
日
本
年
金
機
構
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
〜

国
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
、
一
層
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目
指
し
、
社
会

保
険
庁
は
組
織
・
人
員
を
一
新
し
、「
日
本

年
金
機
構
」と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

は
、
新
た
に
「
年
金
事
務
所
」
と
名
称
が

変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相
談
な
ど
の
窓
口

と
し
て
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、「
年
金
事
務
所
」
は
、
現
在

あ
る
社
会
保
険
事
務
所
の
建
物
を
そ
の
ま

ま
使
用
し
ま
す
の
で
、
所
在
地
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
社
会
保
険
庁
や
社
会
保
険
事
務
所
の

名
義
で
ご
案
内
し
て
い
た
各
種
の
関
係
書

類
は
、
内
容
に
よ
り
、
今
後
は
厚
生
労
働

省
ま
た
は
日
本
年
金
機
構
の
名
義
で
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
国
民
の
皆
様
方
に
何
ら
か
の
手
続
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ

ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら

公
的
年
金
の
運
営
業
務
を
引
き
継
い
で
行

う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
公
的
年
金
制
度

は
、
国
の
制
度
と
し
て
、
そ
の
財
政
や
運

営
に
国
が
引
き
続
き
責
任
を
持
つ
こ
と
に

つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

℡
2
2
│
2
1
1
1

『
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控

除
証
明
書
』
等
の
添
付
が
必
要
で
す
。

○
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金
保

険
料
を
申
告
す
る
場
合
は
、「
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

の
添
付
が
必
要
で
す
。

問
1
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
月

分
以
外
の
保
険
料
を
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
納
付
し
た
場
合
は
、
今
年
分
と
し

て
申
告
で
き
ま
す
か
？

答

今
年
分
と
し
て
申
告
で
き
ま
す
。

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控

除
証
明
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
保
険

料
額
に
、
後
か
ら
納
付
し
た
保
険
料
額

を
合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
そ
の
場
合
は
後
か
ら
納
付
し
た

保
険
料
分
の
「
領
収
証
書
」
も
添
付
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
2

家
族
の
保
険
料
を
納
付
し
ま
し
た

が
、
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
か
？

答

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
と
し
て
ご
家

族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場

合
は
、
納
付
し
た
方
が
そ
の
保
険
料
を

申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

社
会
保
険
庁（
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
）

の
「
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

℡
0
5
7
0
│
0
7
0
│
1
1
7

※
I
P
電
話
等
の
方
は
0
3
│
6
7
0
0

│
1
1
3
0
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

通
話
料
金
は
一
般
の
固
定
電
話
の
場

合
、
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

た
だ
し
、
携
帯
電
話
の
場
合
は
全
額
発

信
者
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
ご
利
用
期
間
・
受
付
時
間
】

11
月
2
日
〜
平
成
22
年
3
月
13
日

月
〜
金
曜
日
　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

た
だ
し
、
月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日

の
場
合
は
火
曜
日
）は
19
時
ま
で
受
付

第
2
土
曜
日

9
時
30
分
〜
16
時

祝
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

℡
2
2
│
2
1
1
1
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「
日に

っ

本ぽ
ん

年
金
機
構
」
が

来
年
1
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

Information Room

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年

金
保
険
料
を
申
告
す
る
場
合
は
？

日本年金機構 

厚生労働省 

社会保険庁 廃止 

平成22年1月1日 

公的年金の運営業務 

公的年金の 
財政責任・運営責 

近年、冬タイヤ非装着車によるスリップ事故
が多発しています。事故は自他ともに傷つくだ
けでなく、深刻な交通渋滞を引き起こす原因と
なります。
「冬タイヤ・滑り止め装置」の早期装着は、
安全で円滑な交通を確保するための運転者ひと
り一人の大切な交通マナーです。

揖斐警察署・岐阜県揖斐土木事務所・揖斐川町

「初雪時 スリップ事故は 通常の約2倍」
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◎
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
程
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
22
年
1
月
の
ご
み
収
集
の

詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
1
月
号
く
ら
し
の

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

揖
斐
川
地
域（
生
ご
み
収
集
日
程
）

12
月
21
日（
月
）、
24
日（
木
）、
28
日

（
月
）、
平
成
22
年
1
月
4
日（
月
）、
7

日（
木
）

谷
汲
地
域（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

12
月
21
日（
月
）、
28
日（
月
）、
平
成
22

年
1
月
4
日（
月
）、
11
日（
月
）

春
日
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

12
月
21
日（
月
）、
28
日（
月
）、
平
成
22

年
1
月
4
日（
月
）、
12
日（
火
）

久
瀬
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

12
月
24
日（
木
）、
29
日（
火
）、
平
成
22

年
1
月
6
日（
水
）、
13
日（
水
）

藤
橋
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

12
月
21
日（
月
）、
28
日（
月
）、
平
成
22

年
1
月
4
日（
月
）、
12
日（
火
）

坂
内
地
域
（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

12
月
17
日（
木
）、
24
日（
木
）、
29
日

（
火
）、
平
成
22
年
1
月
7
日（
木
）、
14

日（
木
）

◎
し
尿
く
み
取
り
は
お
早
め
に

年
末
年
始
は
、
し
尿
く
み
取
り
の
依
頼

が
殺
到
し
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

揖
斐
川
地
域

㈲
揖
斐
川
清
掃
　
0
5
8
5
│
2
2
│
0
5
0
6

谷
汲
地
域

㈱
富
士
0
5
8
│
3
2
3
│
0
4
8
5

春
日
地
域

㈲
揖
斐
川
清
掃
　
0
5
8
5
│
2
2
│
0
5
0
6

久
瀬
地
域

中
央
清
掃
㈱
　
0
5
8
4
│
2
7
│
6
1
8
1

藤
橋
地
域

㈲
岐
北
清
掃
社

0
5
8
│
3
7
0
│
8
4
4
8

坂
内
地
域

ト
バ
ナ
産
業
㈱
　
0
5
8
│
3
9
8
│
3
8
0
7

冬
期
の
ご
み
収
集
、
し
尿
の
く
み
取
り

は
天
候
の
都
合
に
よ
り
時
間
の
か
か
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課
　

℡
2
2
│
2
1
1
1

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
坂
本
住
宅
　
1
戸

・
所
在
　
揖
斐
川
町
坂
内
坂
本

・
建
設
年
度
　
平
成
8
年
度

・
木
造
平
屋
建
　
3
L
D
K

・
家
賃
　
2
0
7
0
0
円
〜

②
川
上
住
宅
　
1
戸

・
所
在
　
揖
斐
川
町
坂
内
川
上

・
建
設
年
度
　
平
成
11
年
度

・
木
造
2
階
建
　
3
L
D
K

・
家
賃
　
2
2
4
0
0
円
〜

③
そ
ら
む
き
住
宅（
単
身
用
）1
戸

・
所
在
　
揖
斐
川
町
西
津
汲

・
建
設
年
度
　
平
成
11
年
度

・
準
耐
火
構
造
2
階
建
　
1
K

・
家
賃
　
1
6
1
0
0
円
〜

■
敷
金

家
賃
の
3
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

※
単
身
用
を
除
く

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
道
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）が
必

要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

12
月
1
日（
火
）〜
15
日（
火
）

■
入
居
予
定
日

平
成
22
年
1
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課
　

℡
2
2
│
2
1
1
1（
内
線
3
1
3
）

坂
内
広
瀬
地
区
に
あ
る
揖
斐
川
町
高
齢

者
住
宅
「
は
な
も
も
」
で
は
入
居
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

「
は
な
も
も
」
は
、
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
方
を
入
居
対
象
に

し
た
住
宅
で
す
。
自
宅

で
の
生
活
に
何
ら
か
の

不
安
の
あ
る
方
で
、
基

本
的
に
自
炊
の
で
き
る

方
が
入
居
で
き
ま
す
。

■
現
在
の
入
居
状
況

・
単
身
用
住
宅
1
D
K
タ
イ
プ
　
10
室

（
空
き
1
部
屋
）

・
2
人
用
住
宅
2
D
K
タ
イ
プ
　
9
室

（
空
き
4
部
屋
）

※
全
室
オ
ー
ル
電
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

（
床
暖
房
有
り
）の
住
宅
で
す
。

■
入
居
申
込
方
法

入
居
希
望
の
方
は
、
申
込
書
に
て
揖
斐

川
町
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
坂
内
振
興
事
務

所
地
域
振
興
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

坂
内
振
興
事
務
所
地
域
振
興
課

℡
5
3
│
2
1
1
1

岐
阜
県
立
揖
斐
高
等
学
校
の
生
徒
が
、

北
海
道
芽
室
町
の

特
産
品
の
ほ
か
、

花
、み
か
ん
、
あ
ら

れ
な
ど
を
販
売
す

る「
揖
斐
高
シ
ョッ

プ
」
が
、
次
の
と

お
り
開
か
れ
ま
す
。

■
日
時

12
月
17
日（
木
）
9
時
〜

■
場
所

樽
久
旧
店
舗（
三
輪
5
9
0
）

※
そ
の
ほ
か
、詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

岐
阜
県
立
揖
斐
高
等
学
校

℡
2
2
│
1
2
6
1

Information Room

揖
斐
高
シ
ョ
ッ
プ
開
店
！

北
海
道
芽
室
町
の
特
産
品
な
ど
を
販
売
！

Information Room

高
齢
者
住
宅「
は
な
も
も
」

入
居
者
募
集

Information Room

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

Information Room

ご
み
収
集
、
し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

▲今年7月の揖斐高ショップ
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10
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
収
納
業
務

の
民
間
委
託（
市
場
化
テ
ス
ト
事
業
）が

全
国
で
拡
大
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

こ
の
民
間
委
託
は
、「
競
争
の
導
入
に

よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法

律
」（
平
成
18
年
法
律
第
51
号
）に
基
づ
き
、

従
来
、
国
が
行
っ
て
き
た
事
業
に
民
間
事

業
者
へ
の
参
入
機
会
を
拡
げ
、
民
間
事
業

者
の
創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

て
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
目
的
と
し
て
導
入
し
て
い
る
も
の

で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い

る
方
に
対
す
る
納
付
督
励
業
務
の
市
場
化

テ
ス
ト
事
業
は
、
平
成
19
年
10
月
よ
り
全

国
各
地
の
社
会
保
険
事
務
所
で
順
次
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
10
月
か
ら

は
全
国
す
べ
て
の
社
会
保
険
事
務
所
で
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
社
会
保
険
事
務
所
の
管
轄
区

域
に
お
住
ま
い
の
方
に
対
し
て
、
委
託
を

受
け
た
民
間
事
業
者
か
ら
、電
話
や
文
書
、

ご
自
宅
へ
の
訪
問
に
よ
り
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
や
免
除
申
請
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
、
ご
案
内
を
行
い
ま
す
。

※
民
間
事
業
者
に
提
供
す
る
個
人
情
報

は
、
納
付
督
励
を
行
う
う
え
で
必
要
と

な
る
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
情
報
に

限
定
し
て
お
り
、
さ
ら
に
取
扱
事
業
者

に
対
し
て
は
「
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
」
等
で
、
目
的
外
使
用

や
閲
覧
、
漏
洩
、
複
写
等
を
禁
じ
る
な

ど
厳
格
な
安
全
管
理
措
置
を
講
じ
て
い

ま
す
。

※
民
間
事
業
者
の
督
励
員
が
保
険
料
を
収

納
す
る
場
合
に
は
、
お
客
様
が
保
険
料

の
納
付
書
を
お
持
ち
の
場
合
に
限
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
民
間
事
業
者
が

指
定
し
た
口
座
に
保
険
料
振
込
み
を
依

頼
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

℡
2
2
│
2
1
1
1

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を

平
成
21
年
12
月
31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所

を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

る
と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど
で
の
研

究
資
料
や
、
小
中
高
等
学
校
の
教
材
な
ど

に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

記
入
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

今
年
12
月
か
ら
来
年
1
月
に
か
け
て
統

計
調
査
員
が
事
業
所
を
訪
問
い
た
し
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

℡
2
2
│
2
1
1
1

ゆ
〜
み
ん
ぐ
で
は
15
周
年
記
念
と
し

て
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
家
族
、

友
達
等
で
お
誘
い
の
う
え
ゆ
〜
み
ん
ぐ
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
12
月
5
日（
土
）

①
ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

（
16
時
〜
16
時
40
分
）

参
加
料
は
無
料
で
す（
参
加
人
数
は
制

限
が
あ
り
ま
す
）

②
プ
ー
ル
利
用
者
中
学
生
以
下
の
人

ヨ
ー
ヨ
ー
吊
り

（
11
時
〜
　
先
着
2
0
0
名
様)

③
水
着
の
バ
ー
ゲ
ン

■
12
月
6
日（
日
）

①
プ
ー
ル
利
用
者
中
学
生
以
下
の
人

お
魚
す
く
い

（
11
時
〜
　
先
着
2
0
0
名
様)

②
水
着
の
バ
ー
ゲ
ン

■
1
月
5
日（
火
）

①
ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

（
13
時
〜
13
時
40
分
）参
加
料
は
無
料
で

す
。（
参
加
人
数
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

②
タ
イ
ム
記
録
会（
申
込
み
は
当
日
プ
ー

ル
受
付
で
行
い
、
14
時
50
分
〜
15
時
、

14
時
50
分
〜
15
時
、
15
時
50
分
〜
16
時

の
3
回
で
行
い
ま
す
。）

■
1
月
6
日（
水
）

①
体
力
測
定

（
13
時
〜
16
時
）（
申
込
み
は
当
日
プ
ー

ル
受
付
で
行
い
ま
す
。）

■
年
末
・
年
始
営
業
案
内

【
お
問
い
合
せ
先
】

ゆ
〜
み
ん
ぐ

℡
3
2
│
4
6
8
2

インフォメーション ルーム
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Information Room

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

Information Room

屋
内
温
水
プ
ー
ル
ゆ
〜
み
ん
ぐ

か
ら
お
知
ら
せ

1
月
5
日（
火
）

営
業（
13
時
〜
21
時
）

12
月
31
日（
木
）〜

平
成
22
年

1
月
4
日（
月
）

休
館
日

12
月
30
日（
水
）

営
業（
13
時
〜
21
時
）

【岐阜県内の対象社会保険事務所と委託する民間事業者】
社会保険事務所

岐阜南社会保険事務所
℡ 058―273―6161 羽島市、各務原市、羽島郡

岐阜北社会保険事務所
℡ 058―294―6367

岐阜市、山県市、瑞穂市、
本巣市、本巣郡

多治見社会保険事務所
℡ 0572―22―0255

多治見市、土岐市、瑞浪市、
恵那市、中津川市

大垣社会保険事務所
℡ 0584―78―5166

大垣市、海津市、養老郡、
不破郡、安八郡、揖斐郡

美濃加茂社会保険事務所
℡ 0574―25―8181

美濃加茂市、関市、美濃市、可
児市、郡上市、加茂郡、可児郡

高山社会保険事務所
℡ 0577―32―6111

高山市、飛騨市、下呂市、
大野郡

日立キャピタル債権回収（株）
事業者発信専用番号
℡ 022―211―7290
お客様照会用フリーダイヤル
℡ 0120―211―725

（株）アイヴィジット
事業者発信用番号
℡ 0120―957505
お客様照会用フリーダイヤル
℡ 0120―957505
（発信用と同じ）
不在票に対するお客様照会用
℡ 0120―957548
文書勧奨に対するお客様照会用
℡ 0120―957536

管　轄　区　域 納付督励業務を行う民間事業者



揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
仕
事
の
依
頼
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
得
意
な
会
員

が
対
応
し
ま
す
。
何
か
お
困
り
の
際
は
、

気
軽
に
事
務
局
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

＊
仕
事
内
容
＊

草
刈
り
、
除
草
、
簡
単
な
大
工
仕
事
、

病
院
へ
の
付
添
、
食
事
作
り
、
掃
除
、
障

子
・
襖
張
り
な
ど
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
揖
斐

川
町
民
で
、
60
歳
以
上
の
働
く
意
欲
の
あ

る
方
、
当
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同

し
て
く
だ
さ
る
方
を
、
毎
月
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
退
職
さ
れ
た
方
で

仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
も
歓
迎

し
ま
す
。
事
務
局
ま
で
、
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

■
12
月
会
員
登
録
説
明
会

12
月
7
日（
月
）、
21
日（
月
）

10
時
〜

【
お
問
い
合
せ
先
】

（
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
2
3
│
0
9
0
7

平
成
22
年
度
入
学
生
募
集
の
た
め
の
学

校
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
学
校
説
明
会

12
月
16
日（
水
）、
平
成
22
年
1
月
15
日
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いびがわ 特産品シリーズ トウガラシ（唐辛子）（ナス科）

Information Room

（
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

Information Room

あ
な
た
も
通
信
制
課
程
で

高
校
の
学
習
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
金
）・
28
日（
木
）、
2
月
14
日（
日
）・

25
日（
木
）

（
い
ず
れ
も
本
校
で
開
催
14
時
〜
16
時
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

岐
阜
県
立
華
陽
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
等
学

校
通
信
制
課
程

℡
・
FAX
0
5
8
│
2
7
5
│
7
1
8
6

〒
5
0
0
│
8
2
8
6

岐
阜
市
西
鶉
6
│
69

◆
揖
斐
川
町
役
場
へ

10
月
20
日（
火
）、
西
濃
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
宗そ

う

宮み
や

正ま
さ

和か
ず

さ
ん
よ
り
揖
斐
川

町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
い
び
が
わ
マ
ラ

ソ
ン
へ
、
300
万
円
の
寄
附
金
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

コロンブスの新大陸発見（1492年）で原住民が栽培しているトウガラシ（アヒと呼ばれていた）を見つけた
時から、トウガラシ食文化が始まるのです。辛みのある食材は各地の伝統的な食文化にとけ込み、一挙に
世界の味覚食文化を豊かにしました。僅か50年で世界中に伝播したといいます。日本への渡来は豊臣秀
吉時代と言われ、品種は1000を超え、辛み型ではタカノツメ、ヤツブサ、ナガミトウガラシなどで、甘み型、
両者の中間型としてピーマン、シシトウ、パブリカなどがあります。揖斐川町坂内地区では昔から辛みの強
い「八房」のようなトウガラシが栽培され、新しくこの坂内栽培品種に「龍の炎」が命名されています。辛み
ではこれに勝る物はないという意味なのでしょう。赤いトウガラシ（果実）の辛み成分は、カプサイシン、カ
ロチノイド系色素のベーターカロチン、ビオラキサンチン、クリプトキサンチン等です。カプサイシンは糖質、
脂質を燃焼させる促進作用があり、運動する場合の持久力を高める働きのあることも知られています。これ
はカプサイシンによる体脂肪の燃焼を高める事につながるものです。ウォーキングとトウガラシを食べるこ
とでダイエットを加速させるかも知れません。内服すれば辛味性健胃薬として食欲増進、消化促進、唾液分
泌促進、強壮作用などがあり、身体を温める作用もあります。外用すれば皮膚刺激作用があり腰痛、肩こ
り、関節痛、神経痛などに効き目があります。 （岐阜薬科大学名誉教授水野瑞夫）

12月9日（水） 9時～16時30分
揖斐川保健センターに献血車 2 台を用意しています。
一年で最も血液が不足する時期です。皆さんの温かいご支援を
心よりお願いいたします。献血は16歳から69歳まで可能です。
ご協力の程宜しくお願いいたします。

《主　催》 揖斐川町
揖斐川ライオンズクラブ
46 We Serve
事務局　電話 0585―22―1105
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